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岩手・宮城内陸地震に起因した山地災害の復旧対策担当者研修会の開催について 

 

 

平成２０年岩手・宮城内陸地震の発生から２年余りが経過し、この間、国、県及び関

係市における復旧対策等が講じられ、その成果が着実に現れてきています。 

本地震災害では、多様な形態の山地災害が数多く確認され、それぞれに復旧対策を講

じてきたところですが、それぞれの復旧がどう進展してきたかを観察し、考察・整理す

ることは、今後発生が想定される類似災害の復旧対策に大きく貢献するものです。 

このため、今後の大規模な山地災害の対応能力等の向上を目的として、災害復旧対策

の実施状況を視察し、地域関係者、学識経験者及び災害復旧担当者等の間で意見交換を

行う「岩手・宮城内陸地震に起因した山地災害の復旧対策担当者研修会」を下記のとお

り開催しますのでお知らせします。 

 

記 

 

１ 日時  平成２２年１１月２日(火) ９：３０～１５：３０ 

２ 場所  「エポカ２１」 ２階 清流の間  

宮城県栗原市志波姫新熊谷279番地 2 

３ 現地視察（９：３０～１２：３０） 

   Ａコース：岩手県 市野々原 

   Ｂコース：宮城県 荒砥沢、耕英、県道築館栗駒公園線沿い 

４ 意見交換会等（１３：３０～１５：３０） 

問い合わせ先 

○ 東北森林管理局 治山課 目黒・小嶋 

℡：018-836-2249 FAX：018-836-2018 

E-mail：kouki_kojima@rinya.maff.go.jp

○ 岩手県 森林保全課  小澤 

℡：019-629-5798 FAX：019-629-5789 

E-mail：s-ozawa@pref.iwate.jp 

○ 宮城県 森林整備課  渡辺 

℡：022-211-2923 FAX：022-211-2929 

E-mail：watanabe-os964@pref.miyag.jp

※取材申込み及び一般参加申込みは、東北森林 

管理局治山課へお願いします。 

５ 学識経験者名簿・地域関係者 

  別紙のとおり 

６ 参加申込み方法 

別紙のとおり        

《事務局》 

東北森林管理局・岩手県・宮城県 

 

 



別紙 

 

≪学識経験者・地域関係者≫ 

井良沢 道也 （岩手大学農学部准教授） 

大河原 正文 （岩手大学工学部准教授） 

岡本 隆   （森林総合研究所東北支所主任研究員） 

金澤 大樹  （栗原市・耕英地区区長） 

佐藤 勇   （栗原市長） 

千葉 則行  （東北工業大学工学部准教授） 

増川 晋   （農村工学研究所構造研究室長） 

宮城 豊彦  （東北学院大学教養学部教授）   ※以上五十音順 

  

≪参加申込み方法≫ 

（１）一般参加者 

① 現地視察の参加につきましては、バスの定員の関係上、先着１５名程度とさせ

ていただきます。 

集合時間  ９:３０ 

集合場所  「エポカ２１」  

② 意見交換会等につきましては、先着３０名程度とさせていただきます。 

③ 参加を希望される方は、電話により東北森林管理局治山課(電話：018-836-2249)

へ１０月２８日までにお申し込み下さい。 

 

（２）報道関係者 

① 現地視察 

ⅰ）Ａコースにつきましては、現地を集合解散場所とさせていただきます。 

集合時間 １０：３０ 

集合場所 岩手県一関市厳美町字市野々原地区  

（民有林直轄治山事業施工地 仮設橋前） 

ⅱ） Ｂコースにつきましては、エポカ２１を集合解散場所とさせていただきます。 

集合時間  ９：３０ 

② 意見交換会等は公開にて行います。撮影は、冒頭（復旧状況報告開始前まで）

とさせていただきます。 

③ 取材を希望される報道関係者は、準備の都合がございますので、別紙、「取材申

込書」により、１０月２８日までにお申し込み下さい。 

 

（３）持参・服装等 

① 雨具、長靴等は持参願います。服装は屋外活動ができるものを着用して下さい。 

② 研修会会場施設への弁当の持込みは出来ませんので、各自、周辺施設等におい 

て昼食をお願いします。  


